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3. 無重力 

 本当に浮いたら
無重力です！ 

 エレベーターよりもジェットコースターの方
がはっきりしているので分かりやすいですね。 

NASA でも無重力状
態は同様に作りま
す。 

 そのように理解できる
ということです。講義で
もお話したように、遠心
力とのバランスで考える
こともできます。 

 非常にいい視点です。確かに人工衛星は落ちてくることがありますね。人工衛星は落ちないように姿勢制
御をするためのエンジンを積んでいたりします。それがなければ、国際宇宙ステーションも落ちてくるで
しょう。でもなぜでしょうか。実は、国際宇宙ステーションの飛んでいる高度でも、わずかに空気がありま
す。（その証拠にオーロラは同程度の高さでも光っています。）その空気抵抗で減速するから落ちるのです。 

 月面はハンマーが落ちる
ので重力がありますけれど
も、空気はありません。 

1. 月の自転 
 また一つ自由になれましたね。今後
は、そんな思いで月を見てください！ 

 複数の学生の皆さんに指摘をい
ただきました。いい間違いです。 

その通りで、1回余分に回っているので、366回ですね。
しっかり理解している学生の皆さんに助けられました！ 

毎年、講義で扱う教材を少しずつ
改良しています。コインでやって
いたのを大きな紙にしてみました。 

 理屈は予想がついていま
す。しかし誰も見てきてい
ないので、月がどうやって 

できたのか、も含めて、確定的なことは言えません。そういった意味では、分からないことばかりです。 
 これは根本的な疑問で
すね。私の知っている物
理学者が同じような発言
をしていました。そもそ 

宇宙に全く回転運動がないような場合も、理論的にはありえたろうと思います。しかし、それは稀な状態で、
実際には乱雑な揺らぎがあるので、回転運動があるのだ、と、答えにならない答えをしておきます。 

 これかな、と思うのを
見つけました。重力の働
きが習得できそうです。 

2. 宇宙の大きさ 
 果てしない感じが、個人的には好き
です。ちなみに、数万光年も10秒間で
「移動」していることも忘れずに。 

地上では、重力があっても真空は作れます。両者は関係ないということです。 



4. 波  はい。普通「モスキート音」といいます。 

 この心理的な作用は、私たちはもっと意識すべきです。講義でもお話したように、聞き取れる音程には、
年齢差の他に、個人差もあります。それは何でもそうです。今回のモスキート音は、お互い違うのだ、と
いう認識を深めるきっかけにしてほしいと願っています。 

 私たちが世界を認識できるのは、
正しく、世界に波があふれている
からです。指摘にあるように、地
デジのテレビなどもそうですね。 

逆にそれを意識して、波で体の中を探ったり（Ｘ線CT)地球
内部の構造を地震波で探ったり、しています。 

そのための講義です。恥ずかし
いことありません！！！ 

その気持ち、よ
くわかります！ 

 意味は違いますが、水分子が特定の電磁波と共鳴
する性質を利用しています。いくつかの波長と共鳴
するので、地球の温室効果とも関係があります。 

 私たちには光が見えるけど、赤外
線や電波は見えません。同じような
ことです。イルカは超音波でなくて
も聞こえると思います。私たちには
聞こえない音を超音波といいます。 

５. 渦 

６. その他 

 その通りですね。そう
いう目で、改めて世の中
を観察してみてください。 

 縮むとか、伸びるとか、
そんな表現を使いました
が、もちろん体積が変わ 

るのではなく、フィギュアのように、回転軸か
らの距離が重要なわけです。 
 影響が無いわけではありません。しかし、小
規模、短時間の現象では、ほぼ無関係です。 

 非常に残念なような、神
様に隣人を愛せよ、と言わ
れているような。 
 ある意味、難しいから大
学での教育目標になってい
ます。また、複数専攻を目
指してほしいのは、さらに
「当たり前」から自由にな
るためです！ 

 地球が球体であるという常識を疑え！ほぼ球です。しかし、ちょっと（１/３００程度）つぶれています。 
でも、それは本当なのでしょうか！？  立方体地球はないでしょうね。自分の重

力でつぶれてしまいそうです。 

 続きはウェッブで！ 
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